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この原稿を書いているのは数日前に39年と半年勤めた会社を
退社したばかり、まだ辞めたという実感がない状態です。約40年
間消費園芸資材（薬品・肥料）会社に勤務して感じた実感をつ
れづれなるままに記してみました。
家庭園芸の普及はＮＨＫテレビにおける園芸番組の放映

（1960年、当初は「季節のしおり」）が、一部の趣味園芸愛好家
の園芸から誰しもが手軽に楽しめる園芸ヘの脱皮の始まりであ
った。全国ネットで放映時間が日曜日の朝食時間帯のため視聴
者も多く、「婦人百科」の中に記載されていた園芸記事が、「趣味
の園芸」（1973年創刊）として独立して発刊され、一時は夢の100
万冊に迫る勢いがあった。テレビ番組のテキストという性質にあ
ったにせよ、毎月多くの人 が々購入、驚異的なことであった。
1990年に大阪市の鶴見緑地公園で開催された「国際花と緑

の博覧会（花博）」は家庭園芸業界にとっては明治維新に匹敵
する変革であった。広大な面積が花で埋め尽くされたのに感動
した人は多く、植物の種類や品種（花色）の多さには驚かされた
ものである。更に、従来の平面的な花壇からハンギングなどで立
体的に飾る方法や寄せ植えなどが認知された。
この花博を境にして、家庭園芸の質が変わったように思う。
これまでの男性中心の園芸から女性中心の園芸へ、植物で

はサツキ、盆栽、古典植物などから洋ラン、鉢花、草花へ、庭
中心の園芸から室内、ベランダ、玄関先など園芸を楽しむ場
所が拡大してきた。現在誰しもが何の違和感もなく使用してい
る「ガーデニング」、この言葉は12年前の1997年の新語・流行
語のトップテンに選ばれており、変革後の家庭園芸の歴史は
新しいものである。
歴史が浅いだけに、様 な々問題点も出てきている。取り上げ

れば多数あるが、販売サイドの問題と指導者の問題だけ取り上
げてみる。現在、植物や園芸資材類の販売はホームセンターな
ど量販店が大きなウエートを占めている。例外的な店もあるが販
売員の園芸知識の欠如である。お客様が勝手に選んで購入す
るという考えかも知れないが、質問されたときに的確な返事がで
きない現状である。後者は自称「園芸研究家」「グリーンコーデネ
ーター」と称する人の質の低下である。寄せ植えなどでは色彩的
な感覚も大切であるが、基本は植物の栽培である。苗を購入し
て育てる時代のため、種子から育ててとは言わないが、栽培経
験に疑問符がつく人もいる。
今後は、今までお世話になった園芸業界の発展のため、これ

ら問題点の解決のために微力ながら努力していきたいと思って
いる次第です。
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